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１
緒
　被服整理過程即ち精練，漂白，仕上，染色，洗
濯等に於いて溶媒とし，または洗浄用として使用
する水の性質の如何は之等の効果に･多大の影響を
与えるものである．例えば水に溶存するCa, Mg
が石けんと結び不溶性石けんを生成して石けんを
浪費せしめる許りでなく不溶性物質か繊維に附着
してその光沢，触感を害し更に漂白液，染色液
の溶透を害し染斑の原因となる事やＦｅやIX仙等
の金属類が薬剤，染料等と作用して不溶性有色沈
澱物を生じ漂白物の白度を減じ染色物を変色せし
むる事等は既に知られる所である．その他ＰＨが
重要な因子である事は言をまたないかそれの緩衡
状態，または炭酸塩，珪酸塩，燐酸塩が如何なる
影響を与允るか等の水中に於ける微量成分の影響∧
もまた興味ある問題であるかその基礎的研究は他
項に誼る事とする．被服堕理過程に用いる工業用
２
　　言　　　　’」大
水は多大の水量を皿ヽ要とするので殆ど天然水特に
河川水または井水の利用か多い．河川水の水質に
就い七は，これを被服堕理用水として眺める見地
と飲料水，湯漑用水としての見地とはおヽのずから
異なるものである．我が国の河川は従来水量が豊
かセ水質か良いと言われている．即ち溶存塩類が
欧米の河川に比べて著しく少ないことが報告され
ている．特に炭酸カルシウムの乏しい為，硬度低
くエ業用水としては＼恵まれているわけである．然
しその地域の地球化学的要因により種々な型の河
川が存庇するわけである．我々は四国南岸に於け
る河川についてこれらの関係を明らかにせんとす
るものであるか，今回は高知市周辺に於ける二つ
の類型万なナjと思われる鏡川及び下田川の水質に
就いて調杏研究を行ったので報告する．
探水条件及び測定方法
　採水Ｋ当っては可及的に晴天の続いた日を選ん
で行った．河川については二つの類型をなすとみ
られる鏡哨及び下田川について行ったか，国分川
水系はその利用上，或は浦戸湾の海水組成に及ぼ
す影響などの見地からは極めて重要であると思わ
れるが，これについては別途に報告する予定であ
る．採水地点並びに探水条件は鏡町及び下田川共
に支流の影響等を考慮し，かつ同一地点に於いて
略採水位置と採水層の深さによって水質か異なる
ことか知られているために，河川の中央部水深’
lOCm内外のところで簡単な採水瓶を用いて採取
した．各地点については第１図に示した．測定方
法は各採水点共電気伝導度を測定し各成分との関
係なみた．ＰＨは東洋水素濃度試験紙を用いまだ’
出来るだけ早｀く実験室にもち帰りガラス電極によ
り測定してこれを補正した．仝硬度並にCa,Mgは
ＥＤＴＡによる滴定法，CIは４オシアン酸塩による
法，Ｐ２Ｑ５,はモリブデン酸アンモ＝ウムによる比
色法, SiOsはモリブデン酸アンモ・=ウムによる
直接比色法，濁度は白陶±O.lgを1/に混濁せし
めたものを100刄とし電圧600VのＷ光源により
比濁刈定した．溶存酸素はWinkle･の法を用い，
仝炭酸及防蒸発残唐は常法によ･つた．比色友び比
濁に当ってfe QB―50型光電分光光慶計を使用し
た　　……I　　　’.　‘≒
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　第１図　鏡川及び下田川に於ける採水点
　　　　　　　　　　　　　　　　３　測定結果及ぴ考察
　各河川の分析結果を第１及び２表に示した．ま　　田川は漸時増加の傾向を示し河川としての特長を
たCl ，仝硬度，珪酸，カルシウム，マグネシウ　　有しているよ.うに思われる．流程に於ける変化の
ムなどの如き用水として重視せられる成分につい　　中で特異性を示すことはカルシウム及びマダネシ
ては変化の傾向を第２，３図に示した．各地点間　　ウムで，これはまた支流或は流域の地質学的要因
の距離は実際には等間隔ではないか便宜上等間隔　　により大り叉影響される..鏡川については5 ,16,
で示した．　　　　　　ト・　　　　　　　　　　　21, 24及び28点などであり下田川については９点
　両河川に於ける成分の変化の傾向は異なって　　がそれに当る．特にこの点に於けるカルシウム，
いる．即ち鏡川に於いては第２図で明らかな如く　　ｰ・グネシウムの変化か著しいことは21点から24点
支流などの影響を受けて部分的には増減がみられ　　の間は石灰岩層か横断していることであり28点に
るが概して急激な変化は認められない．この点下　　至っては鍾乳洞より流下しているためである．
　　　　　　　　　　　　　　　第一表　鏡川７月27日CI9553排水
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　ここで興味あることはマグネシウムとカルシウ
ムとでは全く逆の関係を示していることである．
またカルシウムの変化も比較的早く約1500m流下
するとその量は著しく減少していることがみられ
る．この関係はまた海水の影響を受ける地点に於
　　　　　　　　　　　どいてもみられる．鏡川に於ける11点，下田川の６
点以下がそれに相当する．下田川も鏡川と同様に
石灰岩層を流下しているためカルシウム屯大きく
かつ流下距離が鏡川よ□)短いので斯る値を示し
ているか，これらから石灰岩からの溶出，或は海
水の影響にっよるイオン交換，吸着，沈澱などの変
化良･よる減少もまた相当急激に行われることを示
しているのではある･まいか．
　特に海水の影響を受けていると見倣される地域
に於いてはカルシウムの減少と共にマグネシウム
が著しく増加していることか知られる．海水の影
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第二図　鏡川に於けるCI，仝硬彦，
　　　　Ca, Mgの地点による変化
響の範囲は鏡川では11点,.下田川では６点附近で
あると推察される．然し鏡川に於いてはカルシウ
ム，マグネシウムの交錯点がCI，電気伝導度など
　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　　■　　･■　㎜の急激に変化する.7点附近よりも約2000m上流の
II点附近に於いてみられることは興味ある問題で
ある．，この点下田川では各成分共急激に変ｲﾋする
地点は大体同一であった．これらのことから下田
川は鏡川に比して海水の影響が極めて大きいこと
を示しているようである．なおカルシウム及び７
第四図　鏡川の全硬度と比伝導度との関運
比仙濤度
第三図　下田川に於けるCI，仝硬度，
　　　　Ca, Mgの'地点による変化
ダネシウムの変化に於ける機構については今後の
研究にまたねばならない．
　電気伝導度と仝硬度との関連については第４，
５図に示した．その結果√これら両者にば直線の
相関性が認められた．従って簡単な装置による電
気伝導度の測定から硬度の大要を.知ること屯可能
で被服薬理用水としての水質の制定に大きな役割
をもつもの七思われる．
　その他燐酸塩については鏡川は3.２ mg//～6
　　第五図　下田川の全硬度と比伝導度
　　　　　　　との関連　　　　　　●
1,。
mg//で，下田川は3.8～7,9mg//を示し下流に
向かって増加する傾向にあるSiOaは鏡川で8.4
～13.2mg//,下田川では5.7～16.3mgμを示し，
全炭酸，溶存酸素は鏡川に於いては明らかな傾向
を認め県いか下田川に於いては全炭酸は僅かに上
流か少い値を示し溶存酸素は逆に小さい値を示し
ている．
５
　以上の各成分について:現在迄に得られた測定値
の平均を我が国に於ける河川と比較すると鏡川で
は各成分共に少ない値を示し，下田川は平均より
も高い値を示している．これらのことから鏡川の
水質は現在迄の測定に於いては用水として適切で
あると思われ下田川は含有成分多く海水や湘漑水
などの影響が極めて:大きいと云丸よう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　結　　語
以上被服整理用水としての見地から鏡川,'下田　　開　現在迄の測定に於いて鏡川は溶存成分が比較
川の溶存成分について調を研究を行ったが
田　鏡川，下田川共支流や流域の地質学的要因に
　より水質か異なり従って変化の様相に於いても
　特異性がみられること．
関　両河川共電気伝導度と仝硬度との間に相関か
　認められること．
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　的少なく被服整理用水として適切であること及
　び下田川は海水の影響が大きいこと等を明らか
　にした．
　本研究に当り多大の御榜助をいただいた本学部
山本教授及び化学教室学生諸君，家政科教室吉川
教官及び学生諸娘に対し厚く御礼申し上げます．
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